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1950年代～

1951年
- 輸入コーヒー豆の取引を始め、

戦後のコーヒー新時代を拓く

1953年　
- 東蜂産業株式会社設立　

（本社神戸市／支店福岡市）

1954年　　
- 外食産業への食品卸に

本格的に参入

1960年代～

1960年　
- 食品スーパー「トーホーストア」1号店を開店

1970年代～

1970年　
- 業務用自社ブランド商品

（GBブランド）の開発が本格化

有限会社藤町商店（佐賀市）創立（食品卸売事業を開始）
1947

創業～食品卸売事業に本格参入

コア事業の拡大と新事業体への参入

ディストリビューター事業、　　　キャッシュアンドキャリー事業、　　　食品スーパー事業　、　　　フードソリューション事業　　　

長期の業績とトーホーグループの歩み

海外事業展開も積極的に推進、

トータルソリューションで事業を展開
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1980年代～

1983 年　
- 業容の拡大と今後の発展を期し、社名を「株式

会社トーホー」とする

1985 年
- 常温・冷凍の自動倉庫を

備える鳥栖物流センターと
鳥栖コーヒー工場が完成

1987 年
- 業界の先駆けとなるプロの食材の店「Aープラ

イス」1号店（中津店）開店

1990年代～

1994 年
- 厳正な商品の維持・管理に努めるため品質管

理室（現品質保証部）を設置

1997 年
- 関東進出（東京支店を開設）

1999 年
- 7温度帯管理など、その後のモデル事業所とな

る福岡支店完成

2000年代～

2000 年
- 最新設備を備えた六甲アイランドコーヒー工場

完成
- 安心・安全な業務用自社ブランド「EAST

BEE」､A－プライスブランド「スマイルシェフ」
商品投入

2001 年
- （株）アスピット設立、外食産業向けASP事業

開始

2003 年
- フェアトレードコーヒー

発売開始

2005 年
- コーヒー豆の炭焼焙煎法にて

初の特許取得

2008 年　
- （株）トーホー・パワーラークス、

桂食品工業（株）　　が
グループ入り

- （株）トーホー・仲間を設立

2009 年
- （株）トーホー・カワサキを設立
- （株）昭和食品がグループ入り

（株）神戸営繕・神戸コンフォーム（株）がグルー
プ入り

- 農業法人（株）トーホーファームを設立

コア事業の拡大と新事業体への参入 M&A戦略の加速、関東地区のシェア拡大

関東初進出と商品・サポート機能の強化
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2010年代～

2010 年
- （株）トーホー・共栄がグループ入り

2011 年
- （株）Ａ．Ｉ．、

日食商事（株）　　がグループ入り

2012 年　
- 河原食品（株） 　　、（株）藤代商店 　　、

（株）鶴ヶ屋　　　　、（株）小松屋食品 　　、
（株）ケントップ　　　　がグループ入り

2013 年
- （株）ヤジマがグループ入り

（株）ミクリードに出資
（株）トーホーウイング（特例子会社）を設立

2014 年
- （株）ハマヤコーポレーションがグループ入り

（株）日建がグループ入り

2015 年
- （株）プレストサンケー商会がグループ入り
- Marukawa Trading(S)Pte.Ltd.（シンガ

ポール）がグループ入り。初の海外進出

2016 年
- 関東食品（株）に出資（持分法適用関連会社）

（株）システムズコンサルタントがグループ入り

2017 年
- Tomo-Ya（朋屋）Japanese Food Traｄ

ing Pte.Ltd.（シンガポール）が

グループ入り
- Shimaya Trading Pte.Ltd.

（シンガポール）、Shimaya 

Trading Sdn.Bhd.

（マレーシア）が

グループ入り

マレーシア初進出

M&A戦略の加速、関東地区のシェア拡大と海外進出 2018 年
- （株）エフ・エム・アイがグループ入り

昭和物産（株）がグループ入り
- FRESHdirect Pte Ltd及び関係会社3社

（シンガポール）がグループ入り

2019 年
- TOHO FOODS HK CO., LTD.（香港）が営

業開始(設立は2018年11月)。香港初進出
- 関東食品（株）がグループ入り
-  Golden Ocean Seafood(S) Pte Ltd

（シンガポール）がグループ入り

2020 年
- Suitｆit Company Limited(通称：Tai 

Fat Hong Provision Company)(香港）
がグループ入り

- コロナ禍による売上急激で上場来初の赤字決
算（当期純利益）：２０２１年１月期

2022 年
- 代替プロテイン「大豆ミート」を

使用したEAST BEEプラント

ベースハンバークの販売を

開始。

- 2桁増収(+14.3%)、営業利益は3期ぶり黒
字転換で創業来最高益

(前期増減 売上高+270 億円、営業利益

+40億円)：２０２3年１月期

ディストリビューター事業、　　　キャッシュアンドキャリー事業、　　　食品スーパー事業　、　　　フードソリューション事業　　　




